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神
野
公
民
館
の
工
事
請
負
契
約
の

締
結
の
審
議
を
行
い
、
原
案
通
り

可
決
し
た
。

平
成
30
年
第
２
回
臨
時
会

開
催
日
　
７
月
９
日

平
成
30
年
６
月
定
例
会

一
般
会
計
補
正
予
算
（
案
）（
第
１
号
）、
工
事

請
負
契
約
の
締
結
な
ど
７
議
案
の
審
議
を
行
い

原
案
通
り
可
決
。
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推

薦
等
に
同
意
し
た
。

開
催
期
間   

６
月
１
日
〜
12
日（
12
日
間
）

平成30年6月定例会（会期：平成30年6月1日～12日）

平成30年第２回臨時会　（会期：平成30年７月９日）

議 案 第 1 号

議 案 第 2 号

議 案 第 3 号

議 案 第 4 号

議 案 第 5 号

議 案 第 6 号

議 案 第 7 号

諮 問 第 1 号

選 挙 第 1 号

税条例等の一部改正

工事請負契約の締結（平成30年度仲南小学校校舎棟等大規模改修工事（建築））

町道路線の認定　

平成30年度一般会計補正予算（案）（第1号）

平成30年度国民健康保険特別会計補正予算（案）（第1号）

副町長選任の同意

監査委員（識見を有する委員）選任の同意

人権擁護委員候補者の推薦

選挙管理委員及び同補充員の選挙

工事請負契約の締結（平成30年度神野公民館整備工事（建築））議 案 第 1 号

平成30年６月定例会、第２回臨時会

●
平
成
30
年

６
月
定
例
会
　 

即
決
案
件

　 

議
案
第
６
号

副
町
長
の
選
任
の
同
意

四
條
　

　
〇
栗
田
　
昭
彦
　
氏

　
任
期
　
平
成
34
年
７
月
３
日
ま
で

議
案
第
７
号

監
査
委
員
（
識
見
を
有
す
る
委
員
）

選
任
の
同
意

七
箇
　

　
〇
尾
崎
　
裕
昭
　
氏

　
任
期
　
平
成
34
年
７
月
３
日
ま
で

選
挙
第
１
号

選
挙
管
理
委
員
及
び
同
補
充
員
の

選
挙

選
挙
管
理
委
員

吉
野
下

　
〇
秀
石
　
修
二
　
氏

岸
上

　
〇
横
関
　
　
保
　
氏

大
口

　
〇
中
矢
　
　
実
　
氏

造
田

　
〇
森
本
ま
り
子
　
氏

補
充
員

吉
野

　
〇
森
本
　
房
男
　
氏

造
田

　
〇
田
中
　
　
淳
　
氏

宮
田

　
〇
杖
池
　
　
誠
　
氏

東
高
篠

　
〇
久
留
嶋
一
之
　
氏

　
任
期
　
平
成
34
年
７
月
３
日
ま
で

諮
問
第
１
号

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

七
箇

　
〇
近
藤
　
玲
子
　
氏

造
田

　
〇
田
中
　
　
淳
　
氏

大規模改修予定の仲南小学校

平成30年度６月補正の主な内容（一般会計）

平成30年度６月補正予算

道路改良工事 土木管理費

社会教育費

都市計画費ネット張替え工事（かりんの丘公園） 850万円

2080万円

天文台ポンプ交換工事 50万8000円

総務管理費庁舎玄関改修工事 526万8000円

事 業 名 目的別名 補正予算額

会  計  名 補  正  額（追加） 予算総額

一  般  会  計 3507万6000円 113億5707万6000円

03  まんのう町議会だより  vol.28 　vol.28  まんのう町議会だより  02

６月定例会６月定例会
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町道西田井支線（吉野下）

議
案
第
５
号

議
案
第
２
号

教
育
民
生
常
任
委
員
会
付
託

議
案
第
３
号

付
託
案
件

　
教
育
民
生
常
任
委
員
長
、
建
設
経
済
常

任
委
員
長
よ
り
、
各
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
関
係
部
分
の
質
疑
、結
果
等
に
つ
い
て
、

報
告
を
受
け
た
。
そ
の
後
、
執
行
部
に
必

要
書
類
の
提
出
と
詳
細
な
説
明
を
求
め
慎

重
に
審
査
を
行
っ
た
。

税
条
例
等
の
一
部
改
正

　
地
方
税
法
の
改
正
が
行
わ
れ
た
の
に
伴

い
、
町
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
し
た
。

●
主
な
質
疑
と
答
弁

【
委
員
】
今
後
の
た
ば
こ
税
に
よ
る
税
収

の
見
通
し
は
。

【
執
行
部
】
昨
年
度
の
売
上
を
も
と
に
し

た
試
算
で
は
、

４
年
後
に
２
千

万
円
の
増
収
と

な
る
が
、
現
実

で
は
た
ば
こ
離

れ
に
よ
り
５
年

議
案
第
１
号

議
案
第
４
号

総
務
常
任
委
員
会
付
託

　
仲
南
小
学
校
校
舎
棟
等
大
規
模
改
修
工

事
に
つ
い
て
、
現
地
調
査
を
行
っ
た
あ
と

執
行
部
に
必
要
書
類
の
提
出
と
詳
細
な
説

明
を
求
め
慎
重
に
審
査
を
行
っ
た
。

工
事
請
負
契
約
の
締
結

　
仲
南
小
学
校
校
舎
棟
等
大
規
模
改
修
の

工
事
請
負
契
約
を
し
た
。

建
設
経
済
常
任
委
員
会
付
託

　
ま
ん
の
う
町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い

て
現
地
確
認
を
行
っ
た
あ
と
、
執
行
部

に
必
要
書
類
の
提
出
と
詳
細
な
説
明
を

求
め
慎
重
に
審
査
を
行
っ
た
。

町
道
路
線
の
認
定

　
吉
野
下
字
西
田
井

地
内
で
西
田
井
支
線

約
72
メ
ー
ト
ル
を
認

定
し
た
。

●
主
な
質
疑
と
答
弁

【
委
員
】
道
路
改
良
工

事
は
、
そ
の
地
域
の

方
に
、
ほ
場
整
備
の

意
向
を
打
診
し
な
が

ら
進
め
た
方
が
よ
り

利
便
性
の
あ
る
道
が

整
備
で
き
る
の
で
は

な
い
か
。

【
執
行
部
】
今
後
、
町

道
等
の
改
良
工
事
が

要
望
と
し
て
上
り
、

雨の日もぬれないように

 大規模改修を行う仲南小学校

今後 60 円の値上がり予定

前
と
比
較
し
て
約
１
千
６
百
万
円
減
収
し

て
お
り
今
後
も
更
に
減
り
続
け
る
見
通
し

で
あ
る
。

【
委
員
】
中
小
企
業
の
設
備
投
資
に
係
る

固
定
資
産
は
、
こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
な
取

り
扱
い
だ
っ
た
の
か
。
今
回
の
税
制
改
正

に
つ
い
て
の
周
知
方
法
は
。

【
執
行
部
】
設
備
投
資
に
つ
い
て
は
、
主

に
償
却
資
産
で
あ
り
固
定
資
産
税
と
な
る

た
め
評
価
額
の
１
・
４
パ
ー
セ
ン
ト
が
税

額
と
な
る
。
今
回
の
税
制
改
正
で
は
、
国

の
要
件
を
満
た
し
た
場
合
、
３
年
間
ゼ
ロ

に
な
る
。
周
知
方
法
は
、
中
小
企
業
者
向

け
に
広
報
等
で
行
っ
て
い
く
。

一
般
会
計
補
正
予
算（
案
）（
第
１
号
）

　
本
庁
舎
の
身
体
障
が
い
者
用
駐
車
場
に

屋
根
の
整
備
工
事
、
か
り
ん
の
丘
公
園
の

改
修
工
事
な
ど
約
３
千
５
百
万
円
の
増
額

補
正
を
し
た
。

●
主
な
質
疑
と
答
弁

【
委
員
】
琴
南
、
仲
南

両
支
所
の
身
障
者
用

の
駐
車
場
に
つ
い
て

は
設
置
を
予
定
し
て

い
る
の
か
。

【
執
行
部
】
両
支
所
と

も
身
障
者
用
、
思
い

や
り
ス
ペ
ー
ス
の
駐

車
場
は
あ
る
が
、
雨

天
時
の
対
策
は
で
き

て
い
な
い
た
め
今
後
、

検
討
す
る
。

【
契
約
金
額
】　
金
８
千
６
百
94
万
円

【
契
約
相
手
】

　
枝
園
建
設
　
株
式
会
社

　
代
表
取
締
役
　
枝
園
裕
子

●
主
な
質
疑
と
答
弁

【
委
員
】
ト
イ
レ
を
改
修
す
る
際
に
は
、

天
井
ま
で
間
仕
切
り
を
し
て
は
ど
う
か
。

【
執
行
部
】
子
ど
も
の
安
全
面
を
考
え
た

場
合
、
完
全
な
個
室
よ
り
現
状
の
方
が
望

ま
し
い
と
考
え
る
。町
内
の
学
校
施
設
で
、

中
学
校
を
含
め
天
井
ま
で
間
仕
切
り
し
て

い
る
ト
イ
レ
は
な
い
。

　
　
　
　

　国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
案
）（
第
１
号
）

　
美
合
診
療
所
の
心
電
図
検
査
装
置
の

更
新
費
で
あ
る
。

●
主
な
質
疑
と
答
弁

【
委
員
】
購
入
し
た
い
と
考
え
て
い
る
機

器
の
性
能
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。ま
た
、

心
電
計
の
メ
ー
カ
ー
は
何
社
あ
る
の
か
。

【
執
行
部
】
機
器
の
選
定
に
つ
い
て
は
、

造
田
診
療
所
に
お
い
て
平
成
28
年
度
に

地
域
の
方
の
意
見
を
聴
取
す
る
際
に
は
そ

う
い
っ
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た

い
。

整
備
し
た
同
等
機
種
と
携
帯
用
の
小
型
心

電
計
と
の
互
換
性
を
考
慮
し
、
医
師
と
協

議
し
な
が
ら
決
定
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。
心
電
計
の
主
な
メ
ー
カ
ー
は
全
国
で

３
社
ほ
ど
で
あ
る
。

心電図検査装置が新しくなる美合診療所
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に
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を
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。
そ
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行
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必
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提
出
と
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を
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を
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。

税
条
例
等
の
一
部
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正
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が
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２
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。
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今
後
、
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の
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が
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り
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●
平
成
30
年

第
２
回
臨
時
会

即
決
案
件

　 

議
案
第
１
号

●マイナンバーカード　●資源ゴミ　●健康づくり　●子どもの支援、保護者の支援

教育民生常任委員会

【
委
員
】
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普

及
状
況
は
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

に
よ
る
住
民
票
等
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付

は
可
能
と
な
る
か
。

【
住
民
生
活
課
長
】
４
月
末
現
在
１
，

３
８
２
枚
発
行
。
来
年
４
月
よ
り
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
利
用
に
よ

り
、
戸
籍
、
住
民
票
、
印
鑑
証
明
が

コ
ン
ビ
ニ
で
も
交
付
が
可
能
に
な
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

普
及
の
促
進
の
た
め
に

健
康
づ
く
り

健
康
寿
命
を
の
ば
す
た
め

【
委
員
】 

特
定
健
診
受
診
率
は
県
下
で

ど
の
く
ら
い
か
。

【
健
康
増
進
課
長
】
平
成
27
年
度
の
特

定
健
診
受
診
率
は
５
４
・
４
パ
ー
セ

ン
ト
で
県
下
で
も
上
位
で
あ
る
。
健

康
手
帳
、
一
日
人
間
ド
ッ
ク
、
訪
問

指
導
、
健
康
教
育
、
健
康
診
査
等
に

力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
本

町
は
、
集
団
検
診
を
実
施
し
て
い
る

こ
と
も
受
診
率
ア
ッ
プ
に
繋
が
っ
て

い
る
と
考
え
る
。

資
源
ゴ
ミ

資
源
ゴ
ミ
で

収
入
を
ア
ッ
プ
に

子
ど
も
の
支
援
、
保
護
者
の
支
援

多
面
的
支
援
で

地
域
を
支
え
る

【
委
員
】教
育
支
援
機
構
で「
早
期
支
援

教
育
セ
ン
タ
ー（
多
夢
）」、「
適
応
支
援

セ
ン
タ
ー（
育
夢
）」、「
少
年
育
成
セ
ン

タ
ー（
来
夢
）」が
あ
る
が
、
ど
ん
な
相
談

に
応
じ
ど
の
よ
う
に
機
能
を
果
た
し

資源ゴミは町の宝

自分の健康を守るため

再活用で「育夢」「来夢」が入っている旧仲南北小学校

町イベント時には無料にならないか

【
委
員
】
資
源
ご
み
の
量
が
減
っ
た
の

に
収
入
が
増
え
た
の
は
な
ぜ
か
。

【
住
民
生
活
課
長
】
紙
の
単
価
が
上

が
っ
た
関
係
で
収
支
と
し
て
プ
ラ
ス

に
な
っ
た
。

　
出
来
る
だ

け
町
に
出
す

よ
う
広
報
等

で
呼
び
か
け

て
い
る
。

て
い
る
か
。ま
た
、
周
知
を
行
っ
て
い

る
か
。

【
学
校
教
育
課
長
】
一
年
前
よ
り
、
教

育
委
員
会
だ
よ
り
「
爽
風
」
と
い
う

広
報
誌
を
発
行
し
て
い
る
。
そ
の
中

で
教
育
委
員
会
や
特
別
支
援
機
構
の

仕
事
の
内
容
な
ど
特
集
を
組
ん
で
発

信
し
て
い
る
。

た

　む

い
く  

む

ら
い  

む

●選挙投票所　　●国営讃岐まんのう公園　　●固定資産税

総務常任委員会

【
委
員
】
新
し
い
名
称
の
投
票
所
は
、

場
所
が
判
り
に
く
い
が
。

【
総
務
課
長
】
全
て
の
投
票
所
に
つ
い

て
判
り
や
す
い
よ
う
に
、
啓
発
に
努

め
る
。

【
委
員
】
靴
を
脱
が
な
け
れ
ば
、
投
票

で
き
な
い
所
が
あ
る
が
。

【
総
務
課
長
】
基
本
的
に
は
シ
ー
ト
を

敷
き
、
靴
の
ま
ま
上
が
れ
る
よ
う
に

し
て
い
る
。

【
委
員
】
琴
南
支
所
で
期
日
前
投
票
が

出
来
な
い
か
。

【
総
務
課
長
】
数
や
配
置
も
含
め
て
、

全
体
的
に
考
え
た
い
。

選
挙
投
票
所

場
所
は
わ
か
り
や
す
く

投
票
は
し
や
す
く

【
委
員
】
入
園
無
料
の
イ
ベ
ン
ト
時
に

は
、
駐
車
料
金
も
無
料
に
出
来
な
い

か
。

【
企
画
観
光
課
長
】
有
料
が
支
障
と
な

り
、
地
元
の
者
で
も
利
用
し
に
く
い

事
は
、
承
知
し
て
い
る
。
各
種
会
合

等
の
場
で
問
題
提
起
し
た
い
。

国
営
讃
岐
ま
ん
の
う
公
園

負
担
減
で

入
園
者
増
に

【
委
員
】
空
き
家
の
固
定
資
産
税
の
徴

収
不
可
能
な
件
数
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

【
税
務
課
長
】
空
き
家
と
判
断
す
る
の

は
む
ず
か
し
い
。
固
定
資
産
税
全
体
の

徴
収
不
能
件
数
は
20
件
程
度
で
あ
る
。

 ※

・
春
ら
ん
ま
ん
フェス
タ
ま
ん
の
う
町
の
日

　
・
か
り
ん
ま
つ
り

固
定
資
産
税

徴
収
不
能
件
数
は

選挙当日は投票所になる

 駐車場の一部が神野公民館になる

　
　
　
　

工
事
請
負
契
約
の
締
結

　
神
野
公
民
館
整
備
工
事
で
あ
る
。

【
契
約
金
額
】
金
１
億
４
百
76
万
円

【
契
約
相
手
】

　
ま
ん
の
う
経
常
建
設
共
同
企
業
体

　
　
代
表
者
　
株
式
会
社
七
箇
工
業

　
　
代
表
取
締
役
　
山
下
美
博

※
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【
委
員
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空
き
家
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固
定
資
産
税
の
徴

収
不
可
能
な
件
数
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

【
税
務
課
長
】
空
き
家
と
判
断
す
る
の

は
む
ず
か
し
い
。
固
定
資
産
税
全
体
の

徴
収
不
能
件
数
は
20
件
程
度
で
あ
る
。

 ※

・
春
ら
ん
ま
ん
フェス
タ
ま
ん
の
う
町
の
日

　
・
か
り
ん
ま
つ
り

固
定
資
産
税

徴
収
不
能
件
数
は
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工
事
請
負
契
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の
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結

　
神
野
公
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。

【
契
約
金
額
】
金
１
億
４
百
76
万
円

【
契
約
相
手
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建
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業
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表
取
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※

委員会報告
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取
材
の
足
跡
町
民
の
み
な
さ
ん
、
取
材
に
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

見守りボランティア

防災訓練
非常食の試食

田植えにＧＯサイン

黒板アートで卒業おめでとう

力　走

仲南小学校

南小学校

満
濃
中
学
校

満
濃
池

宮
田
地
区

※

５
月
18
日
、
町
道
杉
の
上
秀
石
２
号

線
改
良
事
業
、
町
道
樫
林
佐
岡
線
改
良

事
業
、
町
道
片
岡
線
改
良
事
業
、
団
体

営
中
山
間
地
域
所
得
向
上
支
援
事
業

追
上
地
区
の
現
地
視
察
を
行
っ
た
。

●地籍調査　●地方創生　●空き家　●サルの対策　

【
委
員
】
報
告
書
の
中
に
現
地
確
認
不

能
４
０
３
筆
と
あ
る
が
，
ど
う
い
う

こ
と
な
の
か
。

地
籍
調
査

調
査
に
よ
り

正
確
な
土
地
情
報
を
保
存

地
方
創
生

ひ
ま
わ
り
で
町
お
こ
し

【
委
員
】
サ
ル
対
策
の
モ
デ
ル
ガ
ン
に

つ
い
て
、
く
わ
し
い
説
明
を
求
め
る
。

【
農
林
課
長
】
有
害
鳥
獣
防
止
対
策
研

修
で
、
専
門
家
に
よ
る
モ
デ
ル
ガ
ン

を
使
っ
て
の
講
習
が
あ
っ
た
。
モ
デ

ル
ガ
ン
は
、
30
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
所

か
ら
撃
っ
て
も
威
力
が
あ
り
効
果
は

十
分
で
サ
ル
は
逃
げ
る
。
銃
の
値
段

は
弾
を
含
め
て
３
万
円
程
で
あ
る
。

サ
ル
の
対
策

モ
デ
ル
ガ
ン

【
委
員
】
結
果
報
告
書
で
「
空
き
家
バ

ン
ク
な
ど
の
利
活
用
促
進
が
望
ま
れ

る
」
と
い
っ
た
調
査
会
社
か
ら
の
意

見
に
対
し
、
町
と
し
て
は
ど
の
よ
う

な
対
策
を
考
え
て
い
る
の
か
。

【
建
設
土
地
改
良
課
長
】
空
き
家
バ
ン

ク
は
企
画
観
光
課
が
担
当
で
あ
る
が
、

収
集
し
た
デ
ー
タ
の
調
査
結
果
を
も

と
に
、
条
件
の
整
っ
た
空
き
家
を
選

び
出
し
て
「
ま
ん
の
う
町
空
き
家
等

空
き
家

実
態
調
査
終
わ
る

建設経済常任委員会

現
場
視
察

利活用が望まれる空き家

町道片岡線改良事業　４ｍ→６ｍに拡幅

ハトに負けない、ひまわり作り

【
地
籍
調
査
課
長
】
県
道
や
町
道
の
中

な
ど
に
あ
り
、
そ
の
位
置
の
特
定
や

測
量
は
で
き
な
い
が
名
義
は
残
る
土

地
の
こ
と
で
あ
る
。

【
委
員
】
隣
接
地
と
の
面
積
等
で
土
地

所
有
者
よ
り
後
日
に
異
議
の
申
し
出

が
あ
っ
た
場
合
、
訂
正
は
可
能
か
。

【
地
籍
調
査
課
長
】
現
地
調
査
と
測
量

に
よ
り
作
成
し
た
地
籍
簿
と
地
籍
図

を
土
地
所
有
者
に
閲
覧
し
て
も
ら
う

時
で
あ
れ
ば
、
再
調
査
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
。 

【
委
員
】
種
を
植
え
た
後
、
ハ
ト
等
の

鳥
獣
被
害
で
全
滅
し
て
収
穫
で
き
な

か
っ
た
場
合
、
補
償
は
ど
う
な
る
の

か
。

【
農
林
課
長
】
天
候
不
順
の
場
合
は
補

償
を
検
討
す
る
と
し
て
い
る
が
、
鳥

獣
被
害
に
つ
い
て
も
播
種
に
必
要
な

経
費
程
度
は
、
今
後
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
。

【
委
員
】
ひ
ま
わ
り
が
全
滅
し
た
場
合
、

商
品
の
安
定
供
給
に
つ
い
て
は
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

【
農
林
課
長
】
昨
年
、
収
穫
し
た
種
子

の
保
存
が
10
ト
ン
以
上
あ
る
た
め
今

年
の
供
給
に
つ
い
て
は
問
題
が
な
い
。

登
録
制
度
」
を
活
用
し
て
い
く
よ
う

考
え
て
い
る
。

平成30年２月所管事務調査の各常任委員会より紙とタブレットの並行運用が開始

まんのう町議会　タブレット端末導入

　まだ導入したばかりで各議員が基本
機能の習得にむけ努力をしているとこ
ろですが、将来的には※ＩＣＴの多角的
な活用を図り議会力を発揮できるよう
取り組んでいきたいと考えています。
※ＩＣＴ（情報通信技術）

　  導 入 目 的

１. 議会のペーパーレス化
２. 議員と事務局との連絡の効率化
３. 議員活動の充実
 ・カメラ機能で現場等の確認
 ・地図機能で現場の確認
 ・情報検索でネットを使って情報収集
 ・膨大な資料の中から必要なページを検索
４. 書類等の収納スペースのスリム化
 ・議会資料など保管場所を必要最小限にできる
５. 資料や議案書等の製本作業の軽減
 ・用紙やコピー費用など経費の削減
 ・資料の修正等の場合、さしかえ作業が不要
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償
を
検
討
す
る
と
し
て
い
る
が
、
鳥

獣
被
害
に
つ
い
て
も
播
種
に
必
要
な

経
費
程
度
は
、
今
後
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
。

【
委
員
】
ひ
ま
わ
り
が
全
滅
し
た
場
合
、

商
品
の
安
定
供
給
に
つ
い
て
は
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

【
農
林
課
長
】
昨
年
、
収
穫
し
た
種
子

の
保
存
が
10
ト
ン
以
上
あ
る
た
め
今

年
の
供
給
に
つ
い
て
は
問
題
が
な
い
。

登
録
制
度
」
を
活
用
し
て
い
く
よ
う

考
え
て
い
る
。

平成30年２月所管事務調査の各常任委員会より紙とタブレットの並行運用が開始

まんのう町議会　タブレット端末導入

　まだ導入したばかりで各議員が基本
機能の習得にむけ努力をしているとこ
ろですが、将来的には※ＩＣＴの多角的
な活用を図り議会力を発揮できるよう
取り組んでいきたいと考えています。
※ＩＣＴ（情報通信技術）

　  導 入 目 的

１. 議会のペーパーレス化
２. 議員と事務局との連絡の効率化
３. 議員活動の充実
 ・カメラ機能で現場等の確認
 ・地図機能で現場の確認
 ・情報検索でネットを使って情報収集
 ・膨大な資料の中から必要なページを検索
４. 書類等の収納スペースのスリム化
 ・議会資料など保管場所を必要最小限にできる
５. 資料や議案書等の製本作業の軽減
 ・用紙やコピー費用など経費の削減
 ・資料の修正等の場合、さしかえ作業が不要
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改築の基本設計について協議していく
建て替えをしてはどうか建て替えをしてはどうか

竹林　 昌秀 議員

京兼　高篠ふれあいセンターの元となる建物は、平成
12年度に元被服会社を建物ごと町が購入。平成13年２
月28日に改修工事を完了し現在に至っている。耐震性
が確保されていない補強工事も難しい建物。地域住民に
とって高篠小放課後児童クラブの使用、高篠地区避難場
所に指定され、憩いの場にもなっている大切な場所である。
建て替えこそが安心・安全のまちづくりではないか。早
急に実現できるように検討をお願いしたい。
町長　高篠ふれあいセンターは、高齢者及び児童を中心
に広く地域住民の教養の向上、レクリエーション等の場と
し、地域住民の心身の健康の増進を図ることを目的に設
置した拠点施設であり、防災としての避難場所指定もして
おり、大変重要な施設である。本施設は昭和48年に建
築した建物を一部改修したものであり、耐震性を有しない
可能性が高いと思われていることから、平成29年度に耐
震診断を実施した。その結果、「耐震判定値を満たしてい
ない」との評価結果となり、耐震補強の検討も行ったが、
もともと民間の工場で、資料が少ないことや現地調査で
図面記載と調査部の内容に相違があったり、施行方法に
も不備が見られ、未調査部分の状態によっては、計画耐
力数値の確保に正確性が低いことや耐震補強工事の費用
が多額であることから本施設の建て替えを推奨する報告
があった。安心して使用するためには、改築工事を行うこ
とが妥当である。
そこで、本年度に
は高篠公民館運
営審議会を中心
に高篠ふれあいセ
ンター改築の基
本設計について、
協議していきたい。

問
答

担い手三原則でやる
退職者層の営農継続支援策が要る退職者層の営農継続支援策が要る

竹林　認定農業者は増えぬ。法人営農も集落営農も遅々
だ。年齢と経営要件を緩める町独自策を求める。5年く
らいの時限措置で十分だ。
町長　国と県の施策を遂行する。
竹林　中古農機具も助成対象にすべきだ。買い換え支
援にしたい。
町長　類例も無く、難しい。
竹林　小規模の農地災害復旧の助成も要る。
町長　他の産業支援との調整もある。
竹林　まずは人数だ。過疎法で基金の設立できる。
町長　未検討だ。これからとなる。

耕作者の人数の確保

高篠ふれあいセンター

調査し､検討する
農業振興計画を問う農業振興計画を問う

竹林　現行は地域指定と助成する作物指定だけだ。生
産目標、それを実現する手立てを掲げねばならぬ。
町長　本年度から策定する。県内はどこもそうだが、計
画内容の類例を調査する。

新法下の農委の研究で
竹林　新体制の農業委員会がこの調査と研究を担い、
展望を切り開けぬか。
町長　持ちかけて､提案する。
竹林　生産振興の作戦が要る。耕作者の確保、産直市
出荷の拡大、新たな作物栽培のための苗木への助成も
盛り込みたい。
町長　内部で検討からだ。
竹林　JA、普及センターとの協議だけでなくて、生産や
流通の専門家を加えたい。
町長　編成と人選とのご支援を得たい。

問
答

生産拡大の作戦

問
答

議  員
⇩

町長・教育長

議
員
が
町
の
考
え
を
問
う

６
月
定
例
会
で
は
、
10
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

議
員
情
報
等
は
、
ま
ん
の
う
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
議
会
情
報
）に

掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、ご
覧
く
だ
さ
い
。

京兼　 愛子 議員

手立てを
　研究したい。

高篠ふれあい
センターの
建て替えを。

改築が望まれる高篠ふれあいセンター
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議　員　名 質　問　内　容 関連ページ

竹
たけばやし

林　昌
まさひで

秀

・農業振興計画の改定の日程と手法を問う

P11・空き家対策の現状報告を求めて、それへの対策を問う

・退職者層が耕作者として、営農を継続できるような助成
　制度の確立を求める

京
きょうかね

兼　愛
あ い こ

子 ・高篠ふれあいセンターの建て替えについて P11

松
まつした

下　一
か ず み

美
・買物支援事業を問う

P12
・空き家調査の経過を問う

白
しらかわ

川　正
ま さ き

樹 ・登下校の安全確保を問う P12

三
み よ し

好　勝
かつとし

利

・琴電四條駅の設置計画を考えてみてはどうか

・農地から工業地、商業地、その他に変更する場合の許
　認可についてその後どうか P13

・今後の農業政策に関して問う

常
つねかね

包　　恵
めぐみ

・教育費負担の軽減（若者の移住、定住策の一つとして）

P13・職員の働き方改革と財源確保

・自転車の安全利用と交通安全対策

鈴
す ず き

木　崇
たかひろ

容
・合併特例期間について

P14
・高齢者の福祉と介護問題について

小
こ や ま

山　直
な お き

樹
・町長の今後の政治姿勢について

P14
・町民のくらしと健康を守る立場から公約の実現を求める

川
かわはら

原　茂
しげゆき

行
・農業振興

P15
・森林環境税の計画

大
おおにし

西　　豊
ゆたか ・路線バスの巡回型ルートの構築

P15
・町債の現状及び将来の見込み

改築の基本設計について協議していく
建て替えをしてはどうか建て替えをしてはどうか

竹林　 昌秀 議員

京兼　高篠ふれあいセンターの元となる建物は、平成
12年度に元被服会社を建物ごと町が購入。平成13年２
月28日に改修工事を完了し現在に至っている。耐震性
が確保されていない補強工事も難しい建物。地域住民に
とって高篠小放課後児童クラブの使用、高篠地区避難場
所に指定され、憩いの場にもなっている大切な場所である。
建て替えこそが安心・安全のまちづくりではないか。早
急に実現できるように検討をお願いしたい。
町長　高篠ふれあいセンターは、高齢者及び児童を中心
に広く地域住民の教養の向上、レクリエーション等の場と
し、地域住民の心身の健康の増進を図ることを目的に設
置した拠点施設であり、防災としての避難場所指定もして
おり、大変重要な施設である。本施設は昭和48年に建
築した建物を一部改修したものであり、耐震性を有しない
可能性が高いと思われていることから、平成29年度に耐
震診断を実施した。その結果、「耐震判定値を満たしてい
ない」との評価結果となり、耐震補強の検討も行ったが、
もともと民間の工場で、資料が少ないことや現地調査で
図面記載と調査部の内容に相違があったり、施行方法に
も不備が見られ、未調査部分の状態によっては、計画耐
力数値の確保に正確性が低いことや耐震補強工事の費用
が多額であることから本施設の建て替えを推奨する報告
があった。安心して使用するためには、改築工事を行うこ
とが妥当である。
そこで、本年度に
は高篠公民館運
営審議会を中心
に高篠ふれあいセ
ンター改築の基
本設計について、
協議していきたい。

問
答

担い手三原則でやる
退職者層の営農継続支援策が要る退職者層の営農継続支援策が要る

竹林　認定農業者は増えぬ。法人営農も集落営農も遅々
だ。年齢と経営要件を緩める町独自策を求める。5年く
らいの時限措置で十分だ。
町長　国と県の施策を遂行する。
竹林　中古農機具も助成対象にすべきだ。買い換え支
援にしたい。
町長　類例も無く、難しい。
竹林　小規模の農地災害復旧の助成も要る。
町長　他の産業支援との調整もある。
竹林　まずは人数だ。過疎法で基金の設立できる。
町長　未検討だ。これからとなる。

耕作者の人数の確保

高篠ふれあいセンター

調査し､検討する
農業振興計画を問う農業振興計画を問う

竹林　現行は地域指定と助成する作物指定だけだ。生
産目標、それを実現する手立てを掲げねばならぬ。
町長　本年度から策定する。県内はどこもそうだが、計
画内容の類例を調査する。

新法下の農委の研究で
竹林　新体制の農業委員会がこの調査と研究を担い、
展望を切り開けぬか。
町長　持ちかけて､提案する。
竹林　生産振興の作戦が要る。耕作者の確保、産直市
出荷の拡大、新たな作物栽培のための苗木への助成も
盛り込みたい。
町長　内部で検討からだ。
竹林　JA、普及センターとの協議だけでなくて、生産や
流通の専門家を加えたい。
町長　編成と人選とのご支援を得たい。

問
答

生産拡大の作戦

問
答
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⇩

町長・教育長

議
員
が
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考
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。
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情
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京兼　 愛子 議員
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　研究したい。
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改築が望まれる高篠ふれあいセンター
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改築の基本設計について協議していく
建て替えをしてはどうか建て替えをしてはどうか

竹林　 昌秀 議員

京兼　高篠ふれあいセンターの元となる建物は、平成
12年度に元被服会社を建物ごと町が購入。平成13年２
月28日に改修工事を完了し現在に至っている。耐震性
が確保されていない補強工事も難しい建物。地域住民に
とって高篠小放課後児童クラブの使用、高篠地区避難場
所に指定され、憩いの場にもなっている大切な場所である。
建て替えこそが安心・安全のまちづくりではないか。早
急に実現できるように検討をお願いしたい。
町長　高篠ふれあいセンターは、高齢者及び児童を中心
に広く地域住民の教養の向上、レクリエーション等の場と
し、地域住民の心身の健康の増進を図ることを目的に設
置した拠点施設であり、防災としての避難場所指定もして
おり、大変重要な施設である。本施設は昭和48年に建
築した建物を一部改修したものであり、耐震性を有しない
可能性が高いと思われていることから、平成29年度に耐
震診断を実施した。その結果、「耐震判定値を満たしてい
ない」との評価結果となり、耐震補強の検討も行ったが、
もともと民間の工場で、資料が少ないことや現地調査で
図面記載と調査部の内容に相違があったり、施行方法に
も不備が見られ、未調査部分の状態によっては、計画耐
力数値の確保に正確性が低いことや耐震補強工事の費用
が多額であることから本施設の建て替えを推奨する報告
があった。安心して使用するためには、改築工事を行うこ
とが妥当である。
そこで、本年度に
は高篠公民館運
営審議会を中心
に高篠ふれあいセ
ンター改築の基
本設計について、
協議していきたい。

問
答

担い手三原則でやる
退職者層の営農継続支援策が要る退職者層の営農継続支援策が要る

竹林　認定農業者は増えぬ。法人営農も集落営農も遅々
だ。年齢と経営要件を緩める町独自策を求める。5年く
らいの時限措置で十分だ。
町長　国と県の施策を遂行する。
竹林　中古農機具も助成対象にすべきだ。買い換え支
援にしたい。
町長　類例も無く、難しい。
竹林　小規模の農地災害復旧の助成も要る。
町長　他の産業支援との調整もある。
竹林　まずは人数だ。過疎法で基金の設立できる。
町長　未検討だ。これからとなる。

耕作者の人数の確保

高篠ふれあいセンター

調査し､検討する
農業振興計画を問う農業振興計画を問う

竹林　現行は地域指定と助成する作物指定だけだ。生
産目標、それを実現する手立てを掲げねばならぬ。
町長　本年度から策定する。県内はどこもそうだが、計
画内容の類例を調査する。

新法下の農委の研究で
竹林　新体制の農業委員会がこの調査と研究を担い、
展望を切り開けぬか。
町長　持ちかけて､提案する。
竹林　生産振興の作戦が要る。耕作者の確保、産直市
出荷の拡大、新たな作物栽培のための苗木への助成も
盛り込みたい。
町長　内部で検討からだ。
竹林　JA、普及センターとの協議だけでなくて、生産や
流通の専門家を加えたい。
町長　編成と人選とのご支援を得たい。

問
答

生産拡大の作戦
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常包　 恵 議員

子育て環境の
充実を。

松下　平成25年度に商工会と会員事業者との連携によ
り、町の補助金を受け、仲南地区の高齢者等に、食料品、
日用品の移動販売や宅配等が実施されている。平成
27年度からは琴南地区でも実施され大変好評である。
今後満濃地区にも拡大できないものか。町民の方から
の要望も多くアンケートを取るべきではないのか。
町長　過去にアンケートを行ったが実施には至らなかっ
た。当時から６年が経過し、
高齢化が進んでいる。買
い物弱者は過疎地以外で
も増加していることから、
今後の対策や実施方法に
ついて商工会と充分検討
を重ねていきたい。

常包　内閣府の調査によると、若いご夫婦は理想の子
ども数を持つために、将来の教育費の補助、幼稚園・
保育所の補助を求めている。町独自の奨学金について、
給付型制度の新設を求める。平成30年度町長の施政
方針で「就学前の子供の給食費の無償化等子どもの貧
困化対策を鋭意検討」とある。「子どもは社会の宝」
若者の住宅取得補助金と同様に、少子化対策の一つと
して独自の判断を求める。
教育長　中学校までの子どもの給食費を無償化すると
約7,500万円必要。５月末発表された国の案（来年
10月実施）の対象外となる子どもが約220人、保育

料を無償化すると、
年間約3,600万 円
必要となる。利用者
の公平性も考慮し、
前向きに検討する。
給付型奨学金につい
ては、踏み込んだ検
討ができていない。

近隣市町とも協議
まんのう町に新駅をまんのう町に新駅を

三好　通勤者の利便性の向上、人口減少や人口流出の
歯止め対策として、四條駅の新設はできないか。
町長　琴電の新駅設置は、駅周辺の開発や付近の住宅
開発などにつながり、人口減少・人口流出の歯止め対
策として効果があると考えている。課題は、新駅と駐車
場の用地問題や駅間とこう配の物理的・技術的問題、
停車駅増加に伴う所要時間の延長、近隣駅の移設また
は統合問題等があり、関係交通機関、地権者、利用者、
近隣市町と十分な協議・調整が不可欠である。約10年
前に地域公共交通協議会が町内1,000世帯を対象に新
駅についてアンケートを実施したところ新設を望む意見
は少数だったが、徐々に生活環境が変化しており、新
駅には新たな人の流れと経済効果など多くのメリットが
見込まれることから引き続き関係機関と協議を行いたい。

問
答

一層の周知・啓発を行う
損害賠償保険へ加入を損害賠償保険へ加入を

自転車も車両、安全利用を

新駅設置

問
答

子育て環境

問
答

三好　 勝利 議員

警察署など関係機関との
　　連携を行い、情報を共有

登下校で被害に遭わない
対策は
登下校で被害に遭わない
対策は

松下　 一美 議員

白川　①各学校の登下校の様子は把握できているか。
②不審者情報はどのような方法で保護者に連絡している
のか。
③各学校の登下校の見守りはどのようになっているのか。
④新潟の事件後、教育委員会、各小、中学校では対応
策の会合を設けたか。
教育長 ①高篠、長炭小学校以外は集団登校。仲南小
学校はバス通学と集団登校。四条小学校は集団下校、
その他は毎水曜日に集団下校。常日頃より小中学校、
少年育成センターと情報を共有し、児童生徒の登下校の
様子を把握して問題のある場合は、対応が出来る体制を
取っている。
②学校、香川県警からの情報は、少年育成センター、
琴平警察署、総務課と共有している。注意を要する情報は、
教育委員会や各学校から保護者あてに、メール配信して
いる。
③各学校は毎月5日と、毎月20日の交通安全日、春と秋、
年末年始の交通安全期間中に、職員と保護者が町内通
学路の要所で立哨している。
④5月14日付けで児童生徒の危険予知能力や回避能力
を身に付けるための安全教育、不審者等に関する情報の
共有、警察との連携、などを改めてお願いした。各学校は、
出来るだけ複数で下校すること、危険を感じたら助けを
求めること、下校時の巡回指導なども行うことを再確認
した。

問
答

効果的活用につなげたい
調査結果を活かし官民連携で活用を調査結果を活かし官民連携で活用を

松下　６月定例会において、町長の施政方針が示され、
建設経済常任委員会でも報告されたが、空き家等の件
数は639件との調査結果が出ている。民泊、移住に利
用できるもの、あるいは古民家として活用できるものな
どは、官民が連携しながら活用を進めていくべきかと思
うが町長の所見を問う。
町長　調査結果に基づき、徳島県神山町の空き家改修プ

ロジェクトや、多度津町な
どでも、官民がさまざまな
取り組みを行い効果をあ
げている。今後、空き家の
効果的な活用につなげて
いきたい。

常包　４月、香川県自転車の安全利用に関する条例が
施行された。条例では、損害賠償保険加入が努力義務
とされた。全国では、１億円近い賠償を求められる事案
もあり、加入を義務化した条例も作られている。児童、
生徒、町民へ啓発、加入を勧めるべき。
町長　痛ましい事故を起こさないよう警察署、関係機関
と連携し一層の啓発を行う。

空き家

登下校の安全

十分検討を重ねたい

過疎地区以外でも切実な
問題である。アンケートを
過疎地区以外でも切実な
問題である。アンケートを

教育費負担の軽減に努力

移住・定住策として
　　　　　教育費軽減を
移住・定住策として
　　　　　教育費軽減を

問
答

買い物支援

問
答

白川　正樹 議員

買物は生活の楽しみ

子どもは社会の宝～こども園～

管理の良い古民家

雨の日も晴れの日も“見まもります”

まんのう町に二つ目のコトデン駅を

空き家の
有効活用を。

新駅
（高松琴平電気鉄道）

設置を。

登下校の
安全確保は。
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常包　 恵 議員

子育て環境の
充実を。

松下　平成25年度に商工会と会員事業者との連携によ
り、町の補助金を受け、仲南地区の高齢者等に、食料品、
日用品の移動販売や宅配等が実施されている。平成
27年度からは琴南地区でも実施され大変好評である。
今後満濃地区にも拡大できないものか。町民の方から
の要望も多くアンケートを取るべきではないのか。
町長　過去にアンケートを行ったが実施には至らなかっ
た。当時から６年が経過し、
高齢化が進んでいる。買
い物弱者は過疎地以外で
も増加していることから、
今後の対策や実施方法に
ついて商工会と充分検討
を重ねていきたい。

常包　内閣府の調査によると、若いご夫婦は理想の子
ども数を持つために、将来の教育費の補助、幼稚園・
保育所の補助を求めている。町独自の奨学金について、
給付型制度の新設を求める。平成30年度町長の施政
方針で「就学前の子供の給食費の無償化等子どもの貧
困化対策を鋭意検討」とある。「子どもは社会の宝」
若者の住宅取得補助金と同様に、少子化対策の一つと
して独自の判断を求める。
教育長　中学校までの子どもの給食費を無償化すると
約7,500万円必要。５月末発表された国の案（来年
10月実施）の対象外となる子どもが約220人、保育

料を無償化すると、
年間約3,600万 円
必要となる。利用者
の公平性も考慮し、
前向きに検討する。
給付型奨学金につい
ては、踏み込んだ検
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近隣市町とも協議
まんのう町に新駅をまんのう町に新駅を

三好　通勤者の利便性の向上、人口減少や人口流出の
歯止め対策として、四條駅の新設はできないか。
町長　琴電の新駅設置は、駅周辺の開発や付近の住宅
開発などにつながり、人口減少・人口流出の歯止め対
策として効果があると考えている。課題は、新駅と駐車
場の用地問題や駅間とこう配の物理的・技術的問題、
停車駅増加に伴う所要時間の延長、近隣駅の移設また
は統合問題等があり、関係交通機関、地権者、利用者、
近隣市町と十分な協議・調整が不可欠である。約10年
前に地域公共交通協議会が町内1,000世帯を対象に新
駅についてアンケートを実施したところ新設を望む意見
は少数だったが、徐々に生活環境が変化しており、新
駅には新たな人の流れと経済効果など多くのメリットが
見込まれることから引き続き関係機関と協議を行いたい。
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のか。
③各学校の登下校の見守りはどのようになっているのか。
④新潟の事件後、教育委員会、各小、中学校では対応
策の会合を設けたか。
教育長 ①高篠、長炭小学校以外は集団登校。仲南小
学校はバス通学と集団登校。四条小学校は集団下校、
その他は毎水曜日に集団下校。常日頃より小中学校、
少年育成センターと情報を共有し、児童生徒の登下校の
様子を把握して問題のある場合は、対応が出来る体制を
取っている。
②学校、香川県警からの情報は、少年育成センター、
琴平警察署、総務課と共有している。注意を要する情報は、
教育委員会や各学校から保護者あてに、メール配信して
いる。
③各学校は毎月5日と、毎月20日の交通安全日、春と秋、
年末年始の交通安全期間中に、職員と保護者が町内通
学路の要所で立哨している。
④5月14日付けで児童生徒の危険予知能力や回避能力
を身に付けるための安全教育、不審者等に関する情報の
共有、警察との連携、などを改めてお願いした。各学校は、
出来るだけ複数で下校すること、危険を感じたら助けを
求めること、下校時の巡回指導なども行うことを再確認
した。
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建設経済常任委員会でも報告されたが、空き家等の件
数は639件との調査結果が出ている。民泊、移住に利
用できるもの、あるいは古民家として活用できるものな
どは、官民が連携しながら活用を進めていくべきかと思
うが町長の所見を問う。
町長　調査結果に基づき、徳島県神山町の空き家改修プ

ロジェクトや、多度津町な
どでも、官民がさまざまな
取り組みを行い効果をあ
げている。今後、空き家の
効果的な活用につなげて
いきたい。

常包　４月、香川県自転車の安全利用に関する条例が
施行された。条例では、損害賠償保険加入が努力義務
とされた。全国では、１億円近い賠償を求められる事案
もあり、加入を義務化した条例も作られている。児童、
生徒、町民へ啓発、加入を勧めるべき。
町長　痛ましい事故を起こさないよう警察署、関係機関
と連携し一層の啓発を行う。
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十分検討を重ねたい
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常包　 恵 議員

子育て環境の
充実を。

松下　平成25年度に商工会と会員事業者との連携によ
り、町の補助金を受け、仲南地区の高齢者等に、食料品、
日用品の移動販売や宅配等が実施されている。平成
27年度からは琴南地区でも実施され大変好評である。
今後満濃地区にも拡大できないものか。町民の方から
の要望も多くアンケートを取るべきではないのか。
町長　過去にアンケートを行ったが実施には至らなかっ
た。当時から６年が経過し、
高齢化が進んでいる。買
い物弱者は過疎地以外で
も増加していることから、
今後の対策や実施方法に
ついて商工会と充分検討
を重ねていきたい。

常包　内閣府の調査によると、若いご夫婦は理想の子
ども数を持つために、将来の教育費の補助、幼稚園・
保育所の補助を求めている。町独自の奨学金について、
給付型制度の新設を求める。平成30年度町長の施政
方針で「就学前の子供の給食費の無償化等子どもの貧
困化対策を鋭意検討」とある。「子どもは社会の宝」
若者の住宅取得補助金と同様に、少子化対策の一つと
して独自の判断を求める。
教育長　中学校までの子どもの給食費を無償化すると
約7,500万円必要。５月末発表された国の案（来年
10月実施）の対象外となる子どもが約220人、保育

料を無償化すると、
年間約3,600万 円
必要となる。利用者
の公平性も考慮し、
前向きに検討する。
給付型奨学金につい
ては、踏み込んだ検
討ができていない。

近隣市町とも協議
まんのう町に新駅をまんのう町に新駅を

三好　通勤者の利便性の向上、人口減少や人口流出の
歯止め対策として、四條駅の新設はできないか。
町長　琴電の新駅設置は、駅周辺の開発や付近の住宅
開発などにつながり、人口減少・人口流出の歯止め対
策として効果があると考えている。課題は、新駅と駐車
場の用地問題や駅間とこう配の物理的・技術的問題、
停車駅増加に伴う所要時間の延長、近隣駅の移設また
は統合問題等があり、関係交通機関、地権者、利用者、
近隣市町と十分な協議・調整が不可欠である。約10年
前に地域公共交通協議会が町内1,000世帯を対象に新
駅についてアンケートを実施したところ新設を望む意見
は少数だったが、徐々に生活環境が変化しており、新
駅には新たな人の流れと経済効果など多くのメリットが
見込まれることから引き続き関係機関と協議を行いたい。
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一層の周知・啓発を行う
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　　連携を行い、情報を共有

登下校で被害に遭わない
対策は
登下校で被害に遭わない
対策は

松下　 一美 議員

白川　①各学校の登下校の様子は把握できているか。
②不審者情報はどのような方法で保護者に連絡している
のか。
③各学校の登下校の見守りはどのようになっているのか。
④新潟の事件後、教育委員会、各小、中学校では対応
策の会合を設けたか。
教育長 ①高篠、長炭小学校以外は集団登校。仲南小
学校はバス通学と集団登校。四条小学校は集団下校、
その他は毎水曜日に集団下校。常日頃より小中学校、
少年育成センターと情報を共有し、児童生徒の登下校の
様子を把握して問題のある場合は、対応が出来る体制を
取っている。
②学校、香川県警からの情報は、少年育成センター、
琴平警察署、総務課と共有している。注意を要する情報は、
教育委員会や各学校から保護者あてに、メール配信して
いる。
③各学校は毎月5日と、毎月20日の交通安全日、春と秋、
年末年始の交通安全期間中に、職員と保護者が町内通
学路の要所で立哨している。
④5月14日付けで児童生徒の危険予知能力や回避能力
を身に付けるための安全教育、不審者等に関する情報の
共有、警察との連携、などを改めてお願いした。各学校は、
出来るだけ複数で下校すること、危険を感じたら助けを
求めること、下校時の巡回指導なども行うことを再確認
した。
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松下　６月定例会において、町長の施政方針が示され、
建設経済常任委員会でも報告されたが、空き家等の件
数は639件との調査結果が出ている。民泊、移住に利
用できるもの、あるいは古民家として活用できるものな
どは、官民が連携しながら活用を進めていくべきかと思
うが町長の所見を問う。
町長　調査結果に基づき、徳島県神山町の空き家改修プ

ロジェクトや、多度津町な
どでも、官民がさまざまな
取り組みを行い効果をあ
げている。今後、空き家の
効果的な活用につなげて
いきたい。

常包　４月、香川県自転車の安全利用に関する条例が
施行された。条例では、損害賠償保険加入が努力義務
とされた。全国では、１億円近い賠償を求められる事案
もあり、加入を義務化した条例も作られている。児童、
生徒、町民へ啓発、加入を勧めるべき。
町長　痛ましい事故を起こさないよう警察署、関係機関
と連携し一層の啓発を行う。

空き家

登下校の安全

十分検討を重ねたい

過疎地区以外でも切実な
問題である。アンケートを
過疎地区以外でも切実な
問題である。アンケートを

教育費負担の軽減に努力

移住・定住策として
　　　　　教育費軽減を
移住・定住策として
　　　　　教育費軽減を

問
答

買い物支援

問
答

白川　正樹 議員

買物は生活の楽しみ

子どもは社会の宝～こども園～

管理の良い古民家

雨の日も晴れの日も“見まもります”

まんのう町に二つ目のコトデン駅を

空き家の
有効活用を。

新駅
（高松琴平電気鉄道）

設置を。

登下校の
安全確保は。
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大西　旧3町間の公共施設、病院、道の駅、スーパー
などを巡回する路線バスの巡回型ルートの構築をと、こ
れまでの議会でも提案してきた。これからは、路線バス
と福祉バス、デマンドタクシー等の連携を密にし、通勤・
通学の時間帯には利用者の利便性を図ることにより、持
続可能な公共交通システムの構築が急務である。
町長 現在まんのう町内の路線バスは、琴参バスが２
路線運行、美合線はＪＲ琴平駅から川奥・下福家間を、
炭所線はＪＲ琴平駅から広袖間を、炭所線については、
現在県の補助を受けて運行し今年の１０月でその措置も
終了。そこで、琴参バスから炭所線の路線バスの運行に
ついて、利用者は通勤・通学者の時間帯がメインであり、
昼間の時間帯を巡回バスとして、丸亀コミュニティバス
の東高篠のバス停や、琴電羽間駅など他の交通機関と
連携ルートの提案を受けており、変化する利用者のニー
ズを調査、数値化し、バス事業者やタクシー事業者等と
協議を行い、公共交通サービスを有機的かつ効果的に
運行していけるように検討を重ねて行く。

《平成28年度 町負担金約１億円の内訳》
　　　
デマンドタクシー　　　　　３，８１０万円
路線バス　　　　　　　　　２，２１０万円　
スクールバス　　　　　　　２，４４０万円　
かりんバス　　　　　　　　　　５２０万円
福祉バス　　　　　　　　　　　３５０万円
福祉タクシー　　　　　　　　　３１０万円
高校生通学補助　　　　　　　　１２０万円　
満濃中学校マイクロバス　　　　１７０万円
公用車　　約130台（内マイクロバス約13台）

鈴木　地方交付税の合併特例措置の期限が迫っている
が、今後どうするのか。
町長　合併特例措置の期間は、平成33年で終了するが、
近隣の合併している市町で、合併特例期間の延長を要
望する動きや、機会があれば積極的に県を通じて、国
に延長要望をあげていく。

川原　 茂行 議員

前向きに進めたい
現場の声を現場の声を

国に延長要望をあげたい
合併特例期間について合併特例期間について

川原　農業立町「まんのう」、農家の収入を増やすとい
う考えを当然、持つべきではないか。
　認定農業者、町、農協、普及所で協議会を立ち上げて、
現場の方の意見を聞くことが一番ではないか。
町長　何人かの認定農業者の方、その関係者の方の生
の現場の声を聞くというのは非常に大事なことだと思う。
前向きに進めたいと思う。
川原　ひまわりの鳥獣被害、生産者の意欲を減退さすよ
うな対処の仕方にはならないようにしてほしい。
町長　来年度以降の作付に、影響が出ない金額を協議
会の中で考慮してまいりたいと思う。

問
答

農業振興

大西　 豊 議員

鈴木　崇容 議員

小山　国連が進めている『核兵器禁止条約』が、近く
発効されるが、町として『非核の町』を宣言する気はな
いか。
町長　合併後は『非核・平和宣言』の執行部側の決議
をしていない。旧満濃町では決議があった。私は非核三
原則を堅持し、核兵器の恐ろしさと、被爆者の苦しみを
世界の人々に訴えると共に周辺各国と連携し、一歩ずつ
着実に核軍縮、不拡散を進めていくことが重要であると
考えている。

28 年度から49年度までの
中長期財政計画策定

行政運営のスリム化とは具体的に何か行政運営のスリム化とは具体的に何か

鈴木　具体策を詳しく。
町長　①自主財源の確保。　
②人件費、物件費、補助費、繰出金、経営経費削減。
③歳出を削減し財源に優先順位をつける。　
④民間で、できるサービスは民間委託する。　
⑤地方債発行は抑制し必要な事業財源は合併特例債、
過疎対策事業債を活用。　
⑥大型施設整備事業は、適正な規模に精査する。
このように、効率かつ効果的なスリム化に努め、財政
健全化をする。

町長の政治姿勢

公共交通サービスを
　　有機的かつ効果的に運行

路線バスの
巡回型ルートの構築
路線バスの
巡回型ルートの構築

問
答

住民のニーズに寄り添う効率の良い公共交通システム

問
答

私は支持したい
『核兵器禁止条約』を問う『核兵器禁止条約』を問う問
答

期間延長

問
答

小山　直樹 議員

ひまわりで町に活気がみなぎる。

高齢化率を考慮し検討する
高齢者の福祉と介護は高齢者の福祉と介護は

鈴木　在宅介護希望者の対策は。
町長　在宅介護アンケートでは、介護が必要になった
時、在宅を希望される方が74％になり、在宅の施策は
重要な課題と考えている。国勢調査人口推計では、平
成37年には現在に比べて1,500人程度減少する。高
齢化率は38.9％上昇すると推計される。このような背
景も考慮に入れ施策を検討する必要がある。

高齢者対策

問
答

社会保障は給付減、負担増になる
他の健康保険に比べ国保は高すぎる他の健康保険に比べ国保は高すぎる

小山　今や『社会的弱者の医療制度』である国保の『構
造問題』の解決に努力し、町民の負担増を食い止めて
欲しい。均等割りは町の掲げる少子化対策と矛盾する。
他の健康保険に比べて２倍ほどの負担額であり、生活
を脅かしている。
町長　４月から『国保の都道府県単位化』が始まった。

経済財政諮問会議で今後の社会保障の見通しが示され

たことを受け、政府では、給付を抑え負担を増やす方

向で議論がされている。

国保の負担軽減を

問
答

生産者の
意欲が大切。

高齢者に
希望を。

町長の
政治姿勢は。

効率の良い
公共交通
システムを。
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大西　旧3町間の公共施設、病院、道の駅、スーパー
などを巡回する路線バスの巡回型ルートの構築をと、こ
れまでの議会でも提案してきた。これからは、路線バス
と福祉バス、デマンドタクシー等の連携を密にし、通勤・
通学の時間帯には利用者の利便性を図ることにより、持
続可能な公共交通システムの構築が急務である。
町長 現在まんのう町内の路線バスは、琴参バスが２
路線運行、美合線はＪＲ琴平駅から川奥・下福家間を、
炭所線はＪＲ琴平駅から広袖間を、炭所線については、
現在県の補助を受けて運行し今年の１０月でその措置も
終了。そこで、琴参バスから炭所線の路線バスの運行に
ついて、利用者は通勤・通学者の時間帯がメインであり、
昼間の時間帯を巡回バスとして、丸亀コミュニティバス
の東高篠のバス停や、琴電羽間駅など他の交通機関と
連携ルートの提案を受けており、変化する利用者のニー
ズを調査、数値化し、バス事業者やタクシー事業者等と
協議を行い、公共交通サービスを有機的かつ効果的に
運行していけるように検討を重ねて行く。

《平成28年度 町負担金約１億円の内訳》
　　　
デマンドタクシー　　　　　３，８１０万円
路線バス　　　　　　　　　２，２１０万円　
スクールバス　　　　　　　２，４４０万円　
かりんバス　　　　　　　　　　５２０万円
福祉バス　　　　　　　　　　　３５０万円
福祉タクシー　　　　　　　　　３１０万円
高校生通学補助　　　　　　　　１２０万円　
満濃中学校マイクロバス　　　　１７０万円
公用車　　約130台（内マイクロバス約13台）

鈴木　地方交付税の合併特例措置の期限が迫っている
が、今後どうするのか。
町長　合併特例措置の期間は、平成33年で終了するが、
近隣の合併している市町で、合併特例期間の延長を要
望する動きや、機会があれば積極的に県を通じて、国
に延長要望をあげていく。

川原　 茂行 議員

前向きに進めたい
現場の声を現場の声を

国に延長要望をあげたい
合併特例期間について合併特例期間について

川原　農業立町「まんのう」、農家の収入を増やすとい
う考えを当然、持つべきではないか。
　認定農業者、町、農協、普及所で協議会を立ち上げて、
現場の方の意見を聞くことが一番ではないか。
町長　何人かの認定農業者の方、その関係者の方の生
の現場の声を聞くというのは非常に大事なことだと思う。
前向きに進めたいと思う。
川原　ひまわりの鳥獣被害、生産者の意欲を減退さすよ
うな対処の仕方にはならないようにしてほしい。
町長　来年度以降の作付に、影響が出ない金額を協議
会の中で考慮してまいりたいと思う。

問
答

農業振興

大西　 豊 議員

鈴木　崇容 議員

小山　国連が進めている『核兵器禁止条約』が、近く
発効されるが、町として『非核の町』を宣言する気はな
いか。
町長　合併後は『非核・平和宣言』の執行部側の決議
をしていない。旧満濃町では決議があった。私は非核三
原則を堅持し、核兵器の恐ろしさと、被爆者の苦しみを
世界の人々に訴えると共に周辺各国と連携し、一歩ずつ
着実に核軍縮、不拡散を進めていくことが重要であると
考えている。

28 年度から49年度までの
中長期財政計画策定

行政運営のスリム化とは具体的に何か行政運営のスリム化とは具体的に何か

鈴木　具体策を詳しく。
町長　①自主財源の確保。　
②人件費、物件費、補助費、繰出金、経営経費削減。
③歳出を削減し財源に優先順位をつける。　
④民間で、できるサービスは民間委託する。　
⑤地方債発行は抑制し必要な事業財源は合併特例債、
過疎対策事業債を活用。　
⑥大型施設整備事業は、適正な規模に精査する。
このように、効率かつ効果的なスリム化に努め、財政
健全化をする。

町長の政治姿勢

公共交通サービスを
　　有機的かつ効果的に運行

路線バスの
巡回型ルートの構築
路線バスの
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住民のニーズに寄り添う効率の良い公共交通システム
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私は支持したい
『核兵器禁止条約』を問う『核兵器禁止条約』を問う問
答

期間延長
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答

小山　直樹 議員

ひまわりで町に活気がみなぎる。

高齢化率を考慮し検討する
高齢者の福祉と介護は高齢者の福祉と介護は

鈴木　在宅介護希望者の対策は。
町長　在宅介護アンケートでは、介護が必要になった
時、在宅を希望される方が74％になり、在宅の施策は
重要な課題と考えている。国勢調査人口推計では、平
成37年には現在に比べて1,500人程度減少する。高
齢化率は38.9％上昇すると推計される。このような背
景も考慮に入れ施策を検討する必要がある。

高齢者対策
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答

社会保障は給付減、負担増になる
他の健康保険に比べ国保は高すぎる他の健康保険に比べ国保は高すぎる

小山　今や『社会的弱者の医療制度』である国保の『構
造問題』の解決に努力し、町民の負担増を食い止めて
欲しい。均等割りは町の掲げる少子化対策と矛盾する。
他の健康保険に比べて２倍ほどの負担額であり、生活
を脅かしている。
町長　４月から『国保の都道府県単位化』が始まった。

経済財政諮問会議で今後の社会保障の見通しが示され

たことを受け、政府では、給付を抑え負担を増やす方

向で議論がされている。

国保の負担軽減を
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答

生産者の
意欲が大切。

高齢者に
希望を。

町長の
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効率の良い
公共交通
システムを。
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大西　旧3町間の公共施設、病院、道の駅、スーパー
などを巡回する路線バスの巡回型ルートの構築をと、こ
れまでの議会でも提案してきた。これからは、路線バス
と福祉バス、デマンドタクシー等の連携を密にし、通勤・
通学の時間帯には利用者の利便性を図ることにより、持
続可能な公共交通システムの構築が急務である。
町長 現在まんのう町内の路線バスは、琴参バスが２
路線運行、美合線はＪＲ琴平駅から川奥・下福家間を、
炭所線はＪＲ琴平駅から広袖間を、炭所線については、
現在県の補助を受けて運行し今年の１０月でその措置も
終了。そこで、琴参バスから炭所線の路線バスの運行に
ついて、利用者は通勤・通学者の時間帯がメインであり、
昼間の時間帯を巡回バスとして、丸亀コミュニティバス
の東高篠のバス停や、琴電羽間駅など他の交通機関と
連携ルートの提案を受けており、変化する利用者のニー
ズを調査、数値化し、バス事業者やタクシー事業者等と
協議を行い、公共交通サービスを有機的かつ効果的に
運行していけるように検討を重ねて行く。

《平成28年度 町負担金約１億円の内訳》
　　　
デマンドタクシー　　　　　３，８１０万円
路線バス　　　　　　　　　２，２１０万円　
スクールバス　　　　　　　２，４４０万円　
かりんバス　　　　　　　　　　５２０万円
福祉バス　　　　　　　　　　　３５０万円
福祉タクシー　　　　　　　　　３１０万円
高校生通学補助　　　　　　　　１２０万円　
満濃中学校マイクロバス　　　　１７０万円
公用車　　約130台（内マイクロバス約13台）

鈴木　地方交付税の合併特例措置の期限が迫っている
が、今後どうするのか。
町長　合併特例措置の期間は、平成33年で終了するが、
近隣の合併している市町で、合併特例期間の延長を要
望する動きや、機会があれば積極的に県を通じて、国
に延長要望をあげていく。

川原　 茂行 議員

前向きに進めたい
現場の声を現場の声を

国に延長要望をあげたい
合併特例期間について合併特例期間について

川原　農業立町「まんのう」、農家の収入を増やすとい
う考えを当然、持つべきではないか。
　認定農業者、町、農協、普及所で協議会を立ち上げて、
現場の方の意見を聞くことが一番ではないか。
町長　何人かの認定農業者の方、その関係者の方の生
の現場の声を聞くというのは非常に大事なことだと思う。
前向きに進めたいと思う。
川原　ひまわりの鳥獣被害、生産者の意欲を減退さすよ
うな対処の仕方にはならないようにしてほしい。
町長　来年度以降の作付に、影響が出ない金額を協議
会の中で考慮してまいりたいと思う。

問
答

農業振興

大西　 豊 議員

鈴木　崇容 議員

小山　国連が進めている『核兵器禁止条約』が、近く
発効されるが、町として『非核の町』を宣言する気はな
いか。
町長　合併後は『非核・平和宣言』の執行部側の決議
をしていない。旧満濃町では決議があった。私は非核三
原則を堅持し、核兵器の恐ろしさと、被爆者の苦しみを
世界の人々に訴えると共に周辺各国と連携し、一歩ずつ
着実に核軍縮、不拡散を進めていくことが重要であると
考えている。

28 年度から49年度までの
中長期財政計画策定

行政運営のスリム化とは具体的に何か行政運営のスリム化とは具体的に何か

鈴木　具体策を詳しく。
町長　①自主財源の確保。　
②人件費、物件費、補助費、繰出金、経営経費削減。
③歳出を削減し財源に優先順位をつける。　
④民間で、できるサービスは民間委託する。　
⑤地方債発行は抑制し必要な事業財源は合併特例債、
過疎対策事業債を活用。　
⑥大型施設整備事業は、適正な規模に精査する。
このように、効率かつ効果的なスリム化に努め、財政
健全化をする。
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公共交通サービスを
　　有機的かつ効果的に運行

路線バスの
巡回型ルートの構築
路線バスの
巡回型ルートの構築

問
答

住民のニーズに寄り添う効率の良い公共交通システム

問
答

私は支持したい
『核兵器禁止条約』を問う『核兵器禁止条約』を問う問
答

期間延長

問
答

小山　直樹 議員

ひまわりで町に活気がみなぎる。

高齢化率を考慮し検討する
高齢者の福祉と介護は高齢者の福祉と介護は

鈴木　在宅介護希望者の対策は。
町長　在宅介護アンケートでは、介護が必要になった
時、在宅を希望される方が74％になり、在宅の施策は
重要な課題と考えている。国勢調査人口推計では、平
成37年には現在に比べて1,500人程度減少する。高
齢化率は38.9％上昇すると推計される。このような背
景も考慮に入れ施策を検討する必要がある。

高齢者対策

問
答

社会保障は給付減、負担増になる
他の健康保険に比べ国保は高すぎる他の健康保険に比べ国保は高すぎる

小山　今や『社会的弱者の医療制度』である国保の『構
造問題』の解決に努力し、町民の負担増を食い止めて
欲しい。均等割りは町の掲げる少子化対策と矛盾する。
他の健康保険に比べて２倍ほどの負担額であり、生活
を脅かしている。
町長　４月から『国保の都道府県単位化』が始まった。

経済財政諮問会議で今後の社会保障の見通しが示され

たことを受け、政府では、給付を抑え負担を増やす方

向で議論がされている。

国保の負担軽減を

問
答

生産者の
意欲が大切。

高齢者に
希望を。

町長の
政治姿勢は。

効率の良い
公共交通
システムを。
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皆様のご意見をお聞かせください。mail：gikai@town.manno.lg.jp
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No.28 議会だより

議会から
こんにちは

No.20

　かつては秋の風物詩であったが、現在
では春が多い。気候が涼しく熱中症など
の影響が少ないことや台風や秋雨と言っ
た天候による順延・中止を避けるため開
催する学校が多くなった。満濃中も 5 月
に開催された。一致団結、創作ダンスも
長縄跳びも青春の想い出になるだろう。

息を合わせて　ジャンプ

　あ 

と 

が 

き

　夏
が
到
来
し
、
日
に
日
に
暑
さ
を
感
じ
る
毎
日
で

す
。
私
た
ち
議
員
も
日
々
町
の
発
展
の
為
、
努
力
し

て
い
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ま
の
声
を
形
に
す
る
の
が
、

私
た
ち
の
仕
事
。
ま
た
、
解
り
や
す
く
文
章
に
し
た

の
が
、
こ
の
「
議
会
だ
よ
り
」
で
す
。

　毎
号
読
み
や
す
く
作
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
宜
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

編
集
副
委
員
長  

鈴
木

　崇
容

議
会
広
報
特
別
委
員
会

●この議会だよりは、四国新聞販売株式会社に委託し、町内の全世帯に配布しています。
　配布についてのお問い合わせは、まんのう町議会事務局　TEL.（73）0109 まで

今
月
の
表
紙委 

員 

長

　白
川

　正
樹

副
委
員
長

　鈴
木

　崇
容

委

　
　員

　松
下

　一
美

委

　
　員

　川
西
米
希
子

委

　
　員

　京
兼

　愛
子

委

　
　員

　常
包

　
　恵

今
号
の
表
紙

笑
顔
の
躍
動

満
濃
中
学
校
運
動
会

み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て

　
　
　
　
　命
と
地
域
を
守
る

防
災
訓
練  

一本のロープが命綱

災害時にも温かい食べ物を

　
６
月
17
日
、
災
害
時
の
情
報
連
絡
体
制
や
避

難
体
制
の
強
化
と
防
災
意
識
の
向
上
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
宮
田
地
区
（
旧
仲
南
町
）
に
お

い
て
土
砂
災
害
が
発
生
し
た
と
の
想
定
の
も
と
、

防
災
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
訓
練
に
は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
多

く
の
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
、消
防
団
員
等
、１
２
７

人
が
参
加
し
、
真
剣
に
避
難
訓
練
や
非
常
食
作
り

に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　
避
難
訓
練
で
は
、
全
員
で
一
本
の
長
い
ロ
ー

プ
を
持
ち
、
集
団
で
避
難
す
る
場
合
に
は
、
歩
行

速
度
は
一
番
遅
い
人
（
高
齢
者
や
子
ど
も
等
）
に

合
わ
せ
、
先
頭
の
人
は
、
常
に
最
後
尾
の
状
況
を

確
認
し
な
が
ら
避
難
す
る
な
ど
具
体
的
に
学
び
な

が
ら
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　
非
常
食
作
り
で
は
、
電
気
炊
飯
器
の
使
用
が

で
き
ず
、
飲
料
水
が
充
分
に
無
い
な
ど
の
制
限
さ

れ
た
状
況
で
も
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
利
用
し
、
ご
飯

を
炊
く
方
法
を
実
習
。
大
人
た
ち
に
ま
じ
り
、
子

ど
も
も
ビ
ニ
ー
ル
袋
の
中
に
決
め
ら
れ
た
量
の
お

米
と
水
を
入
れ
る
作
業
な
ど
に
一
生
懸
命
取
り
組

ん
で
い
ま
し
た
。

　
災
害
規
模
が
大
き
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
力
を
合

わ
せ
て
助
け
合

い
自
分
た
ち
の

地
域
を
自
分
た

ち
で
守
る
こ
と

が
必
要
と
な
り

ま
す
。
今
回
の

取
材
で
は
平
時

よ
り
地
域
で
の

協
力
態
勢
を
作

っ
て
お
く
こ
と

の
重
要
性
を
痛

感
し
ま
し
た
。

た
か
ひ
ろ


